








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































10 ツーバイ材 柱用ランバー材・SPF（マツ） 十
11　　内装材用捨 ±
12　　防腐剤 現場塗布用
13　　無垢材 ツーバイ用土台・ツガ（薬剤注入）
14　　無垢材 在来用土台・ツガ（薬剤注入）
15　　積層材（LVL） 柱用・ラジアータパイン 十十十
村ガラス製密封容器を用いる簡易チャンバー法により検出した．
一　　〈0．1μg／L，±：0．1～1μg／L，十＝1～10μg／L，十十：10～100μg／L，一ト十十：＞100μg／L
ンが新築住宅の室内空気から検出された．ジクロロメタン
は揮発性が高く，機械換気を作動させた条件では急激に濃
度が低下した．しかし，調査した住宅2軒4湯中3室にお
いては大気環境基準以下になるのに3ヵ月を要し，1室で
は3ヵ月経過後も大気環境基準の1．8倍を示していた．ま
た，換気の効果を調べるために，換気停止状態と換気作動
状態においてジクロロメタン濃度を比較した．その結果，
換気装置の作動により換気が有効に行われていればジクロ
ロメタン低減効果は大きく，停止状態の1／10程度に低下
した部屋があったが，一方では1割程度しか濃度が低下し
ない部屋もあった．
　ジクロロメタンは一般的に行われている室内空気中化学
物質分析法である溶媒抽出法では分析の難しい物質であり，
加熱脱着法や容器捕三法（キャニスター法）でのみ測定が
可能なため測定例は必ずしも多くない．ジクロロメタンの
住宅内での汚染実態を把握するためには測定事例を増やす
必要がある．ジクロロメタンは塗料，ニス，塗料剥離剤，
ウレタン発泡助剤，低沸点用有機溶剤，ラッカー用，織物
及び皮革用などその用途は多岐に渡る．トルエン，キシレ
ンの代替物質としてジクロロメタン使用量が今後増加する
と新たな健康被害が生じるおそれがあり，早期の室内空気
中指針値の策定が望まれる．
　本研究では発生源の検索にガラス製密封容器を用いた．
化学物質の放散量の精密な測定をするためにはチャンバー
法が開発されているが16），分析に時間がかかり多数の試料
の検索には適さない．ガラス製密封容器中での採取と加熱
脱着一GC／MS法と組み合わせた本法では試料採取と分析
を交互に行うことにより／試料当たり約1時問で信頼性の
高い分析結果を出すことが可能であり，発生源検索の目的
に活用することできると考えられる．
要 約
　新築住宅の室内空気から指針値の設定されていないジク
ロロメタンが高濃度で検出された．ガラス製密封容器を用
いた簡易チャンバーにより発生源を検索した結果，土台や
通し柱に使用されている積層材がジクロロメタンの発生源
であることが明らかになった．メーカーからの聞き取りに
より，防腐剤を加圧注入する際にジクロロメタンを使用し
ていたことが判明した．
　濃度の経時変化，換気の効果を調べた結果，①ジクロロ
メタンは経時的に減少することから竣工後入居までの養生
期間を十分に取ること，②換気を行うことは濃度低減化の
ために効果はあることが明らかになった．しかしながら，
竣工後3ヵ月を経ても大気環境基準を超える住宅があった
ことから発生源であるジクロロメタン使用の制限が重要で
あり，早期の指針値の設定が望まれる．
　本研究は平成15年度から開始された重点領域特別研究
「室内空気質についての予防医学的研究と化学物質過敏症
の遺伝子診断法の開発」の一環として行われたことを付記
する．終りに臨み，本調査研究にご一協力頂いた方々に深謝
いたします．
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